
本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞ、ご覧ください。
－この広報紙は再生紙を使用しています－

国立市議会　中継

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10時開会の予定です。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、日程などが変更になる場合
がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。
なお、変更になった場合は国立市議会ホームページでお知らせいたしますのでご確認
ください。
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第1回定例会の日程（予定）
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（天皇誕生日）

議会運営
委員会

本会議
初　日

本会議
代表質問

本会議
最終日

建設環境
委員会

総務文教
委員会

福祉保険
委員会

本 会 議 　 一 般 質 問

予 算 特 別 委 員 会

第74号議案▶▶▶2面に詳細

パートナーシップ制度開始に向けて、国立市女性と男性及び多様な性の平等参
画を推進する条例の一部を改正する条例案が全会一致で可決されました

第82号議案▶▶▶2面に詳細

集会所建築のため富士見台四丁目自治会に対する土地財産の無償貸付けについ
て、全会一致で可決されました

第87号議案▶▶▶3面に結果

高齢者・しょうがいしゃ施設に対するPCR検査の充実事業を行うための令和2 
年度国立市一般会計補正予算（第10号）案が全会一致で可決されました

陳情第11号▶▶▶3面に結果

次期の特定事業主行動計画に関する陳情が全会一致で採択されました

第76号議案▶▶▶2面に詳細

新型コロナウイルス感染症対策事業として、■在宅要介護者（高齢者・しょうがい
しゃ）の受け入れ体制整備事業補助金■子育て世帯への特別定額給付金事業費を含
む、令和2年度国立市一般会計補正予算（第8号）案が全会一致で可決されました

今 の ト ッピ ク ス号

令和 2（2020）年 11月2日㈪～6日㈮ 国立市立小学校6年生による議会見学（傍聴）▶▶▶3面に感想文を掲載
―マスクの着用、手指の消毒、換気、議員・市側の説明員出席者数削減などの新型コロナウイルス感染症対策を実施しました―
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意 見 募 集▶▶▶8面に詳細

く に た ち 市 議 会 へ の 意 見 ・ 要 望 を 募 集 中 !初日の締切:2月15日㈪ 最終日の締切:3月16日㈫

手話通訳
申込の締切

※ 国立市議会では本会議の初日と最終日に、手話通
訳者を配置しております。手話通訳を希望される
方は、 右QRコードより、議会ウェブサイト「令和
3年第1回定例会の手話通訳の申し込みについて」
をご覧ください。

請願・陳情
の提出締切 2月15日㈪正午までに議会事務局へご持参ください。



2令和3（2021）年2月５日発行 No.255

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
陳
情
を
受
け
て
の
改
正
だ
が
、
当
事
者
へ

の
意
見
聴
取
は
十
分
か
。

Ａ
陳
情
者
を
含
め
た
当
事
者
や
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
も
伺
っ
た
。

Ｑ
憲
法
第
24
条
の
法
律
婚
を
基
軸
に
進
め
た

と
理
解
す
る
が
ど
う
か
。

Ａ
そ
の
通
り
で
あ
る
。

Ｑ『
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
相

互
の
人
権
を
尊
重
し
協
力
し
合
う
こ
と
を
約

し
た
、
継
続
的
か
つ
対
等
な
２
者
間
の
関

係
』と
条
文
に
あ
る
が
。

Ａ
法
律
的
な
表
現
を
出
発
点
と
し
た
中
で
精

神
的
な
も
の
や
経
済
的
、
生
活
上
の
役
割
分

担
な
ど
様
々
な
支
え
方
が
あ
る
と
議
論
さ
れ
、

届
け
出
る
と
い
う
形
式
的
で
は
な
い
考
え
を

表
し
た
。

Ｑ
事
実
婚
に
適
用
さ
れ
る
利
点
は
。

Ａ
手
術
の
同
意
や
、
不
動
産
の
契
約
時
に
提

示
で
き
る
証
明
書
に
な
る
。

Ｑ
事
業
者
等
に
対
し
て
の
必
要
な
措
置
と
は
。

ま
た
周
知
の
方
法
は
。

Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
そ
の
他
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど
の
事
業
者
内
研
修
や
、
福
利
厚
生
、
休

暇
制
度
の
内
部
規
定
の
見
直
し
な
ど
を
お
願

い
し
た
い
。
商
工
会
や
事
業
者
連
絡
会
を
通

じ
て
、
多
く
の
事
業
者
に
伝
達
す
る
。

Ｑ
市
役
所
内
で
の
福
利
厚
生
の
見
直
し
の
予

定
は
あ
る
か
。

Ａ
該
当
職
員
の
休
暇
制
度（
忌
引
、
短
期
の

介
護
、
出
産
支
援
、
育
児
参
加
）が
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
扶
養
手
当
も
検
討

す
る
。

Ｑ
市
長
室
な
ど
に
当
事
者
を
専
門
職
と
し
て

採
用
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
る
の
で
、
慎
重

に
行
う
が
、
当
事
者
の
意
思
を
反
映
す
る
体

制
に
す
る
。

Ｑ
近
隣
市
も
生
活
圏
と
な
る
と
思
う
が
、
そ

の
対
応
は
。

Ａ
近
隣
市
の
医
療
機
関
と
不
動
産
業
な
ど
に

協
力
を
求
め
る
。

Ｑ
ど
の
よ
う
に
都
と
連
携
す
る
の
か
。

Ａ
必
要
な
要
請
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
導
入

自
治
体
と
も
連
携
す
る
。

Ｑ
証
明
書
の
形
態
は
。

Ａ
証
明
書
と
し
て
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
受
理
証
明

カ
ー
ド
と
し
て
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
２
点
を
考

え
て
い
る
。

Ｑ
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
の
留
意
に
関
す
る
文
言
を

記
載
し
、
事
業
者
に
提
示
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
内
容
は
。

Ａ
カ
ー
ド
に
配
慮
す
る
こ
と
を
明
記
し
、
理

解
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
す
る
。

Ｑ
家
族
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
3
人
以
上
の
形
で

考
え
る
余
地
は
あ
る
か
。

Ａ
今
回
の
改
正
で
は
議
論
に
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　

人
口
の
7
.
6
％（
左
利
き
の
割
合

と
同
じ
程
度
）が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
の
調
査
も
あ

り
、
少
な
く
な
い
方
が
当
事
者
。
そ
の
方
た

ち
の
不
利
益
は
大
き
か
っ
た
。

賛
成　

新
た
な
制
度
を
作
る
と
そ
の
枠
に
外

れ
た
人
が
出
て
く
る
の
で
、
一
歩
先
を
行
く

よ
う
な
検
討
を
望
む
。

賛
成　

こ
の
条
例
が
生
か
さ
れ
る
に
は
カ
ー

ド
を
携
帯
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
理

解
が
な
け
れ
ば
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
。
丁

寧
な
周
知
が
必
要
。

賛
成　

令
和
元
年
陳
情
第
33
号
の
審
査
で
当

事
者
の
思
い
を
議
会
が
受
け
止
め
、
当
局
が

取
り
ま
と
め
、
条
例
の
改
正
に
至
っ
た
。
今

後
の
運
用
を
期
待
す
る
。

賛
成　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
が
抱
え

る
問
題
の
解
決
に
は
行
政
が
必
要
。
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
共
生
社
会
、
多
様
性
を
認
め

る
社
会
を
築
く
上
で
重
要
だ
。

賛
成　

法
律
婚
に
該
当
せ
ず
守
ら
れ
な
か
っ

た
方
々
が
希
望
し
、
市
域
で
法
律
婚
と
同
等

に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
、
以
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
。

パートナーシップ制度開始に向けて、国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する
条例の一部を改正する条例案が全会一致で可決されました
【第74号議案】 国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例の一部を改正する条例案 ［可 決］

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
子
育
て
世
帯
特
別
定
額
給
付
金
の
対
象

は
ど
の
よ
う
な
想
定
か
。

Ａ
令
和
2
年
4
月
28
日
か
ら
令
和
3
年
3
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児
、
620
人
と
見

込
ん
で
い
る
。

Ｑ
家
族
介
護
者
が
陽
性
と
診
断
さ
れ
た
と
き

の
在
宅
要
介
護
者
の
P
C
R
検
査
の
手
続
き

の
方
法
と
検
査
場
所
は
。

Ａ
市
役
所
に
連
絡
を
頂
き
、
市
が
医
師
会
と

連
携
し
自
宅
で
検
査
を
行
う
。

Ｑ
家
族
介
護
者
が
感
染
し
た
後
の
在
宅
要
介

護
者
へ
の
支
援
も
事
業
に
含
ま
れ
る
の
か
。

Ａ
要
介
護
者
が
在
宅
や
施
設
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
支
援
す
る
。

Ｑ
家
族
介
護
者
が
陽
性
で
不
在
時
、
在
宅
要

介
護
者
に
対
し
、
緊
急
的
に
２
日
間
専
門
家

チ
ー
ム
が
対
応
し
、
１
人
に
な
っ
て
も
支
援

が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
か
。

Ａ
そ
の
通
り
で
あ
る
。

Ｑ
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
危
険
手
当

的
な
適
用
は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
介
護
報
酬
に
盛
り
込
む
の
が
望
ま
し
い
の
で

働
き
か
け
て
い
く
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　

在
宅
要
介
護
者
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策
・

支
援
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

賛
成　

10
万
円
給
付
は
コ
ロ
ナ
禍
に
生
ま
れ

た
新
生
児
へ
の
エ
ー
ル
と
な
る
。

賛
成　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な

い
在
宅
要
介
護
者
に
必
要
。

賛
成　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
災
害
に
お
い
て
家

計
へ
の
支
援
は
急
務
。

賛
成　

在
宅
療
養
支
援
は
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
丁
寧
な
対
応
を
望
む
。

賛
成　

東
京
都
の
予
算
を
活
用
し
、
市
独
自

の
ス
キ
ー
ム
で
意
欲
的
な
事
業
。

新型コロナウイルス感染症対策事業として、■在宅要介護者（高齢者・しょうがいしゃ）の受け
入れ体制整備事業補助金■子育て世帯への特別定額給付金事業費を含む、一般会計補正予算（第8
号）案が全会一致で可決されました
【第76号議案】 令和2年度国立市一般会計補正予算（第8号）案 ［可 決］

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
市
が
土
地
を
提
供
す
る
形
に
な
る
が
、

建
物
の
固
定
資
産
税
は
減
免
対
象
か
。

Ａ
自
治
会
で
平
屋
の
集
会
所
を
建
築
さ
れ
る

が
、
固
定
資
産
税
は
条
例
等
に
よ
り
免
除
と

な
る
。

Ｑ
市
と
し
て
は
、
本
来
、
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
土
地
か
。

Ａ
昭
和
45
年
に
公
立
幼
稚
園
建
設
の
た
め
に

取
得
し
た
が
断
念
し
た
。
自
転
車
の
一
時
保

管
場
所
と
し
て
利
用
が
開
始
さ
れ
、
平
成
20

年
度
に
廃
止
さ
れ
た
。
今
回
自
治
会
と
の
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
議
案
を
提
出
し
た
。

Ｑ
土
地
価
格
３
千
880
万
円
と
い
う
高
額
な
土

地
を
無
償
貸
し
付
け
す
る
の
は
条
例
や
法
令

上
問
題
な
い
の
か
。

Ａ
法
的
に
は
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
で
提
案

し
て
い
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
自
治
会
の

活
動
拠
点
と
い
う
べ
き
集
会
所
が
、
お
祭
り

や
防
災
へ
の
備
え
な
ど
地
域
課
題
に
対
し
て

準
備
が
可
能
に
な
る
。

賛
成　

市
民
が
活
用
し
て
も
良
い
し
、
自
治

会
が
使
い
た
い
と
い
う
話
が
あ
れ
ば
、
公
園

の
よ
う
な
機
能
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成　

30
年
の
無
償
貸
与
、
固
定
資
産
税
免

除
も
分
か
っ
た
。
自
治
体
活
動
を
活
発
に
し

て
励
む
こ
と
を
希
望
す
る
。

賛
成　

市
の
持
つ
土
地
が
活
用
で
き
、
市
民

の
皆
様
の
共
用
で

き
る
施
設
で
あ
り
、

喜
ば
し
く
思
い
賛

成
。

集会所建築のため富士見台四丁目自治会に対する土地財産の無償貸付けについて、全会一致で
可決されました
【第82号議案】 財産の無償貸付けについて ［可 決］

▶
 案
内
図

▶
 位
置
図

東京女子体育大東京女子体育大

郵政大学校郵政大学校

第二・中第二・中
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令和2年第4回定例会  　令和2（2020）年10月29日～11月18日　　各会派の議案等への賛否　〇：賛成　×：反対 
議案
番号 件    名 概  　要

会派名（人数は議長を除く数）
議決
結果自

3
風
4
共
3
公
3
新
2
立
1
こ
1
み
1
樹
1
耕
1

市
長
提
出
議
案

予  

算

第76号 令和2年度国立市一般会計補正
予算（第8号）案

【補正額:+6,926万6,000円】【補正後総額:409億1,150万4,000円】
【主な内容】子育て世帯への特別定額給付金、新型コロナウイルス感染症における在宅療養者
支援事業委託料、在宅しょうがい者(児)等及び在宅要介護者等PCR検査支援事業委託料等に
よる増額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第77号 令和2年度国立市一般会計補正
予算（第9号）案

【補正額:+3億6,489万5,000円】【補正後総額:412億7,639万9,000円】
【主な内容】障害福祉サービス費、予防接種等委託料、国・都支出金返納金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第78号 令和2年度国立市国民健康保険
特別会計補正予算（第3号）案

【補正額:+288万6,000円】【補正後総額:73億4,850万5,000円】 
【主な内容】職員手当等、国・都支出金返納金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第79号 令和2年度国立市介護保険特別
会計補正予算（第2号）案

【補正額:△1万円】【補正後総額:60億1,186万8,000円】
【主な内容】介護保険システム変更委託料等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第80号 令和2年度国立市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第1号）案

【補正額:+306万8,000円】【補正後総額:18億4,317万7,000円】
【主な内容】システム改修委託料等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第81号 令和2年度国立市下水道事業会
計補正予算（第1号）案

補正額
【収益的収入及び支出　△972万2,000円  補正後総額:20億2,768万2,000円】
【資本的収入　　　　　 +285万9,000円  補正後総額:16億4,683万4,000円】
【資本的支出　　　　△1,712万9,000円  補正後総額:19億8,107万2,000円】
【主な内容】人事異動、執行見込み、国庫補助金の内示等による

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第87号 令和2年度国立市一般会計補正
予算（第10号）案

【補正額:+3,108万円】【補正後総額:413億747万9,000円】
【主な内容】高齢者施設等PCR検査充実事業補助金、しょうがいしゃ施設PCR検査充実事業補助
金による増額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

条  

例

第74号
国立市女性と男性及び多様な
性の平等参画を推進する条例
の一部を改正する条例案

性別、性的指向、性自認にかかわらず、人生を共にしたいと思うパートナーと安心して暮ら
すことのできる環境づくりを目的として、パートナーシップ制度を導入するため、条例の一
部を改正する

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第75号 国立市市税賦課徴収条例の一
部を改正する条例案

令和3年度から令和5年度までの各年度分の都市計画税の税率の特例を定めるため、条例の一
部を改正する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

指
定
管
理
者
の
指
定

第83号 国立市障害者センターの指定
管理者の指定について

指定の期間
令和3（2021）年4月1日から令和8（2026）年3月31日まで

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第84号
くにたち心身障害者通所訓練
施設あすなろの指定管理者の
指定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第85号
くにたち北高齢者在宅サービス
センターの指定管理者の指定 
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第86号 くにたち福祉会館の指定管理
者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

人 　
事

第88号 国立市監査委員選任の同意に
ついて 庄司 雅 氏【任期 令和3（2021）年1月1日～令和6（2024）年12月31日】 無記名投票（投票総数:20票）

同意:20票　不同意:0票 同意

第89号 国立市人権擁護委員の推薦に
つき意見を求めることについて 大島 克己 氏【任期 令和3（2021）年4月1日～令和6（2024）年3月31日】

無記名投票（投票総数:20票）
同意:20票　不同意:０票 同意

そ
の
他

第82号 財産の無償貸付けについて 地域自治会が集会の場として地域住民の利用に供するため、集会所を建築する富士見台4丁目
の土地を無償で貸し付けることについて、地方自治法の規定により議決を求める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

認定
第1号

令和元年度国立市一般会計歳
入歳出決算（継続審査分）

9月議会（第3回定例会）で決算特別委員会へ付託し、閉会中の継続審査とした議案
【4面、5面に詳細を掲載】

〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 認定

認定
第2号

令和元年度国立市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算（継続
審査分）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第3号

令和元年度国立市下水道事業
特別会計歳入歳出決算（継続審
査分)

〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認定

認定
第4号

令和元年度国立市介護保険特
別会計歳入歳出決算（継続審査 
分）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第5号

令和元年度国立市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算(継
続審査分）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認定

議
員
提
出
議
案

意
見
書

第8号

日本で最初に個人情報保護に
関する条例を制定した自治体
として、法律による自治体の
個人情報保護制度の標準化に
ついて慎重な検討を求める意
見書案

【提出者:重松朋宏議員ほか2名】（賛成者4名)
国立市議会は日本で最初に個人情報保護に関する条例を制定した自治体議会として、自治体
の個人情報保護条例を法律で標準化し、一律に個人データを利活用することに対しては、地方
自治体の意見を十分に聞きながら、納得できる形で丁寧かつ慎重な検討を行うことを求める

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第9号 日本学術会議会員推薦者任命
拒否の撤回を求める意見書案

【提出者:柏木洋志議員ほか2名】（賛成者7名)
下記事項を実現するよう強く求める 
1.任命拒否の理由や一連の経緯などを明らかにし、説明責任を果たすこと 
2.日本学術会議会員推薦者6名に対する任命拒否を撤回し、法に基づき6名を会員として任命
すること 
3.日本学術会議の自主性・自律性を今後も担保すること

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決

陳　

情
第11号 次期の特定事業主行動計画に

関する陳情

【陳情者:国立市民】
1.「国立市女性活躍推進アクションプラン振り返り評価」を省みた結果、次期の特定事業主行
動計画において、管理職に占める女性職員の割合の数値目標を計画期間中に達成するために
解決すべき課題（ボトルネック）や解決策（ブレークスルー）が判明していれば確認したい
2.次期の特定事業主行動計画では、「国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条
例」に市の努力義務として定められている「積極的改善措置」（ポジティブ・アクション）に相応
する方策が含まれるか、また、含まれる場合はどのような方策であるか確認したい
3.次期の特定事業主行動計画において設定する管理職に占める女性職員の割合の数値目標に
ついて、目標値および達成期限を確認したい。その設定根拠ないしは意図も併せて確認したい

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

選　

挙
国立市選挙管理委員会委員及び補充員の
選挙について

単記無記名投票により、各4名を選出【投票総数:21票（うち有効投票19票・無効投票2票）】
任期:令和2（2020）年12月28日から令和6（2024）年12月27日
〇国立市選挙管理委員会委員
關 文夫氏（6票）、小田 克彦氏（5票）、大橋 康男氏（4票）、矢野 きく子氏（4票）
〇国立市選挙管理委員会委員補充員
保科 寛治氏（6票）、森平 友子氏（6票）、石澤 勝二氏（4票）、山田 高資氏（3票）

当選

会派略称
自＝自由民主党（青木健・石井伸之（議長）・髙柳貴美代・遠藤直弘）風＝社民・ネット・緑と風（藤田貴裕・古濱薫・重松朋宏・関口博）
共＝日本共産党（高原幸雄・住友珠美・柏木洋志）公＝公明党（小口俊明・青木淳子・香西貴弘）新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）
立＝立憲民主党（稗田美菜子） こ＝こぶしの木（上村和子） み＝みらいのくにたち（望月健一） 樹＝樹木の会（石塚陽一） 耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

▶ 授業で習った政治の仕組みを実際に見られて良かった ▶ 意外と身近な問題について話していて驚いた
▶ 議会で国立のいろいろなことを決めているのだと知った ▶ 難しくてよく分からなかった
▶ 一つ一つ市の人が丁寧に答えていてすごいと思った ▶ 緊張感があり集中力がすごかった
▶ 自分の意見だけでなく相手にも考えを聞いていていいなと思った ▶ 話し合いの仕方を学級会に活かしたい　（※一部要約）
その他たくさんの感想をいただきました。ありがとうございました。コロナ禍で学校行事が減る中、６年生にとっては学校外へ出る
数少ない学習の機会となりました。国立市議会は、これからも子どもたちの育ちを大切に議会運営してまいります。

知ってる？

市議会あれ
これ 議会見学に来られた小学6年生の皆さんから、感想文が寄せられました！～番外編～
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決算特別委員会
令和元年度　一般会計及び各特別会計決算般会計 各特別会計決算各 算各特別会計決算を　　　しました定認

4

税金の無駄遣いと不適切な執行を改め、環境は地球レベルで考えよ
社民・ネット・緑と風　4名　不 認 定

　以下の３つの理由で、不認定。
　第１に、証明書コンビニ交付は、
１枚200円の証明書を発行するの
に、約１万円のコストがかかるこ
とが判明した。また、本事業によ
り窓口業務量の削減ができ、他の
業務の充実が図れるとしていたが
まったくできていない。税金の無
駄遣いであり、廃止すべき事業で
ある。
　第２に、気候危機に対する全市
をあげた抜本対策が消極的すぎる。
国内外で深刻な気候災害が頻発し、
国連気候行動・SDGsサミットが
開催されるなど、人間活動が原因

の気候危機問題に対する社会の関心
が高まっている。
　しかし、国立市の気候変動対策
は市役所の温暖化対策しか予算化
されておらず、国立市全体の気候
変動対策に本気で取り組んでいな
い。
　第３に執行面において、 監査委
員から数多くの指摘を受けたよう
に過年度支出が複数年続いている。
　また、消費税の増税を失念し予
算が不足し流用で賄ったり、国都
支出金返納金では、計算式を誤り、
予備費から充用するなど不適切な
事務執行がなされた。

▲マスクの着用、換気等による感染症対策に努めながら審査しました

令和元年度決算に対する会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載 /認定・不認定は一般会計に対して】

※ 会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字

数に違いがあります。

開催日：令和２年9月28日、29日、10月１日、２日　委員長：藤江竜三　副委員長：重松朋宏

未来を見据えたまちづくりを、今後も持続可能な行財政運営を望む

自由民主党　３名　認  定

　国立市令和元年度決算の特徴は、
２年ぶりに普通交付税不交付団体
となったこと及び経常収支比率が
100％を超えたことが挙げられる。
健全化判断比率、資金不足比率、
いずれの指標も早期健全化基準・
経営健全化基準を下回ってはいる
が、将来の財政運営を適切に行わ
なければならず、更なる行財政改
革に力を入れるべきである。今後、
コロナ禍の影響もあり、扶助費や
繰出金が増えることが予想される。
そして、公共施設の老朽化対策も
必須である。しかしながら、その

ような中でも決して後ろ向きにな
らずに、今後、ますます進む少子
超高齢化社会において、すべての
国立市民が安心安全に暮らすため
にはインフラ整備を確実に行う必
要がある。ＪＲ南武線立体交差事
業は、健康、医療、福祉、防災の
観点から、南北の分断を解く鍵と
なると考える。未来を見据えたま
ちづくり事業であり着実に進めてい
ただきたい。収納率向上の取り組み
は市町村総合交付金の経営努力割
の増に繋がることからも、99.6％と
いう収納率を高く評価する。

一人ひとりに寄り添った、暮らしをあたためる市政へ

日本共産党　３名　不 認 定

　新型コロナウイルスの影響で、
暮らしと経済に大きな打撃を与え
ている今、地域から「公共」を問い
直し、基礎自治体として開発優先
ではなく地域全体の福祉の向上を
目指す必要がある。反対理由は、
新学校給食センター建て替えにつ
いて、市はＰＦＩ手法を用いたＳ
ＰＣ（特別目的会社）を作り、民間
事業者に委ねようとしているが、
長年に渡って維持してきた直営を
手放すことには賛成できない。そ
もそも公共施設を、利潤を追求す
ることが本旨である民間企業に委

ねることには疑義がある。ハザー
ドマップ上の浸水想定地域（0.5ｍ
～3ｍ）になっているが、要求水準
書には「浸水に対する備えを十分
に配慮する事」とした記述のみで
は、不十分である。第２に財政健
全化の名のもとに、入浴施設助成
金や入院見舞金の廃止、保養施設
利用助成金の縮小、ふれあい牛乳
の見直し等が行われたが、高齢者
福祉を頼りにされている方に寄り添
う視点が欠けていた。このような点
から、暮らしを応援する施策として
は、十分ではなかったと考える。
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令和元年度一般会計歳入歳出決算額構成比 令和元年度各会計の決算状況

会計区分 歳　　入 歳　　出 差引残額

一般会計 306億7,223万4,237 303億 545万8,350 3億6,677万5,887

特
別
会
計

国民健康保険 71億6,182万 73 71億 692万9,183 5,489万 890
下 水 道 事 業 24億4,712万8,203 23億9,511万6,529 5,201万1,674
介 護 保 険 59億3,225万8,069 58億2,469万 739 1億 756万7,330
後期高齢者医療 18億5,183万2,160 17億8,858万4,141 6,324万8,019
小   計 173億9,303万8,505 171億1,532万 592 2億7,771万7,913
合       計 480億6,527万2,742 474億2,077万8,942 6億4,449万3,800

（単位：円）

歳 入
市税
49.27%

民生費
50.95%

土木費
10.94%

総務費
9.31%

教育費
8.59%

国庫支出金
16.14%

都支出金
15.03%

地方消費税交付金
4.07%

市債 3.14%

衛生費
6.07%

公債費
5.12%

消防費
3.50%

諸支出金
3.59%

議会費 0.99%

繰入金 2.87%

使用料及び
手数料
2.27%

繰越金 2.13% 諸収入
1.08%

分担金及び負担金1.05%
その他 2.97% その他

0.94%

歳 出
306億7,223万
4,237円

303億545万
8,350円

自
由
民
主
党

・
職
員
研
修
に
係
る
事
業

・ 

社
会
福
祉
協
議
会
運
営
支
援

に
係
る
事
業

・ 

福
祉
会
館
の
駐
車
場
改
善
に

つ
い
て

・ 

国
立
駅
周
辺
道
路
等
整
備
に

係
る
事
業

・ 

く
に
た
ち
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
事
業

・ 

富
士
見
台
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
係
る
事
業

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

・ 

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸

付
に
係
る
事
業

・ 

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
減
免
に
つ
い
て

・ 

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ

い
て

・
不
登
校
対
策
に
係
る
事
業

・ 

就
学
助
成
制
度
の
拡
大
に
つ

い
て

・ 

街
路
灯
省
電
力
化
事
業
の
落

札
率
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

・ 

市
役
所
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て

・ 

男
女
平
等
推
進
施
策
に
係
る

事
業

・
各
種
が
ん
検
診
に
係
る
事
業

・ 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ

い
て

・
学
校
開
放
に
係
る
事
業

・ 

矢
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に

係
る
事
業

公
明
党

・ 

市
税
収
納
及
び
管
理
事
務
に

係
る
事
業

・
時
間
外
勤
務
時
間
数
に
つ
い
て

・ 

健
全
化
方
策
の
効
果
額
に
つ

い
て

・ 

交
通
安
全
施
設
管
理
・
整
備

に
係
る
事
業

・ 
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
に

係
る
事
業

・ 
地
域
交
通
施
策
に
係
る
事
業

新
し
い
議
会

・ 

情
報
発
信
等
広
報
施
策
に
係

る
事
業

・
自
転
車
対
策
に
係
る
事
業

立
憲
民
主
党

・ 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

に
係
る
事
業

・
災
害
応
急
対
策
に
係
る
事
業

こ
ぶ
し
の
木

・
国
立
新
書
に
つ
い
て

・
福
祉
有
償
運
送
に
つ
い
て

み
ら
い
の
く
に
た
ち

・ 

児
童
扶
養
手
当
支
給
に
係
る

事
業

・ 

学
校
教
育
向
上
支
援
に
係
る

事
業

樹
木
の
会

・ 

消
防
費
の
常
備
消
防
費
に
つ

い
て

・
教
育
相
談
に
係
る
事
業

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち

・ 

第
9
回
平
和
首
長
会
議
国
内

加
盟
都
市
総
会
に
つ
い
て

・ 

新
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に
係

る
事
業

主
な
質
疑
項
目　

※端数処理の関係上、構成比合計が100％にならない場合があります。

コロナ禍における初動対応を評価する
公　明　党　３名　認  定

　令和元年度一般会計歳入歳出決
算並びに全ての特別会計歳入歳出
決算を認定する。決算規模は歳入
306億5千198万円、歳出302億8
千520万円で高い水準である。収
納率は99.6％。東京都の市町村総
合交付金の経営努力割が約１億４
千万円と大きなものがある。年度
途中で新型コロナウイルス感染症
が発生した。職員の皆さんは市民
の健康と安全を守る最前線で最大
限の努力を重ねてくださった。高
く評価する。時間外勤務時間数の
削減を評価する。

　しかしながら、年間の時間外勤
務時間数が500時間を超える職員
もおり、更なる対策が必要である。
認可保育園が２園開園し、既存園
の定員増などにより待機児童数は、
新定義では27名となった。小・中
学校での不登校は低年齢化の傾向
がある。教育支援室や、家庭と子
どもの支援員、スクールカウンセ
ラー、スクールソーシャルワーカ
ーなどの取り組みを評価する。街
路灯のLED化による電気料が令和
元年度だけで、800万9千円削減
された。

健全な財政運営の下、必要な事業はしっかりと前に進める英断を！
新しい議会　2名　認  定

　令和元年度は経常収支比率が
100％を超え、財政の硬直化が懸
念されるが、市債残高は確実に減
少しており、厳しい財政状況の中
でも臨時財政対策債に頼らない財
政運営を続けていることは評価に
値する。
　公共施設の更新等が控えている
が、生まれ変わる施設は立派な国
立市の財産と考え、必要な事業は
しっかりと進めて欲しい。
　個別の事業では、認可保育所の
開設で保育所運営委託料が増額と

なったが、待機児童は大幅に減少
した。男女平等参画ステーション
の運営に係る事業は、生きづらさ
が際立つこの時代に重要な役割を
果たす事業だと確信する。
　避難行動要支援者の避難行動支
援に係る事業などを含め、人の命
を守る事業は、行政サービスの根
幹である。今後も必要とあらば、
躊躇なく予算が組める国立市で
あって欲しいと願い、令和元年度
一般会計歳入歳出決算を認定する。

事業の振り返りは必要だが、子育て支援と持続可能な市政運営を評価

立憲民主党　1名　認  定

　しょうがいしゃの移動支援につ
いては、決算額の減少は制度に課
題があると考える。第四小学校の
マンホールトイレも設置数が不足
している。災害に備えるために早
期改善を求める。その一方で医療

的ケア児の保育園入所や保育・幼
児教育推進事業は、フォロー事業
も含めて子育て支援として高く評
価。特別会計も独立採算に向けて
創意工夫が見受けられる。人材育
成に更なる注力を要望して賛成。

コロナや地震、風水害の危機、国立版人権施策強化で乗り越えよ！
こぶしの木　1名　不 認 定

　人権を基礎に置いたソーシャル
インクルージョンの考え方が事業
全般に浸透してきたことは評価す
る。コロナ禍が深刻化する中で、
今後もこの基本姿勢の継続・発展
を強く求める。しかし、活用前提

の旧国立駅舎や給食センター建て
替えにその基本姿勢が欠落してい
たこと。当事者を中心に議会と行
政が一体となって進めてきた国立版
ソーシャルインクルージョンの歴史
認識なき『国立新書』、再考せよ。

コロナは災害のひとつ、緊急の対策を求める！
みらいのくにたち　1名　認  定

　各決算いずれも認定。平時であ
れば財政均衡を目指すのは当然で
ある。しかし、現在はコロナとい
う災害ともいえる状況である。次
年度は災害対応として、基金の活
用・起債などをしてでも、なんと

しても市民生活を守るという強い
決意の施策展開を求める。次年度
予算に向け、①コロナを中心とす
る保健衛生施策②教育・子どもへ
の支援③商工業者・生活困窮者へ
の支援、３点の充実を要望する。

市民本位の市政を実践するには、市の業務遂行体制の意識改革が必要
樹木の会　1名　認  定

　令和元年度一般会計と４件の特
別会計歳入歳出決算の全てを認定。
決算状況では過年度収入とするも
のが収入未済となったり、過年度
支出分が次年度処理されるなど事
務の正確性に欠ける事案があった。
　職員の時間外勤務の改善が不十

分で、500時間を超える業務体制
の見直しが必要で、近隣類似市に
比して、嘱託職員数が多く業務の
あり方を問われる状況であり、市
民生活に欲する要望の遂行に課題
が残る。

やさしさと良識ある市政運営で住民の命にこだわる政治を求める

耕す未来＠くにたち　1名　不 認 定

　国立で開かれた平和首長会議で
永見市長のスタンスが注目された。
外務省には核兵器禁止条約の批准
を求めながら、市議会の発言では
明らかにトーンダウン。この忖度と
二枚舌を認めるわけにはいかない。

　新給食センター建設は問題が多
い。契約時、洪水ハザードマップ
浸水３mの事実確認を怠った。そ
こに約７億円の借地料を投じ、大手
企業体に62億のPFI委託料を払う
のでは、地域貢献にも繋がらない。
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コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
子
ど
も
達
に

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
か

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　

望
月 

健
一  

議
員

Q
国
立
市
の
子
ど
も
達
を
ど

う
応
援
し
て
い
く
つ
も
り
か
、

担
当
部
局
に
問
う
。

A
子
ど
も
達
の
未
来
が
豊
か

で
希
望
に
満
ち
た
も
の
に
な

る
よ
う
、
子
ど
も
基
本
条
例

を
作
っ
て
い
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
、
経
済
状
況
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
し
、
さ
ら
な
る

経
済
支
援
策
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

A
市
と
し
て
、
支
援
策
を
展

開
し
て
い
く
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
、
教
育
の
面
か

ら
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
達
に
対
し
、
教

育
長
か
ら
答
弁
を
求
め
る
。

A【
教
育
長
】学
校
休
業
、
行

事
の
中
止
な
ど
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
、
市
長
・
市
議
会
と
協
力

し
て
、
児
童
生
徒
が
安
心
安

全
に
学
校
生
活
を
送
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

Q
教
育
・
子
ど
も
支
援
、
総

括
的
に
市
長
に
問
う
。

A【
市
長
】子
ど
も
が
持
っ
て

い
る
能
力
・
夢
・
希
望
が
十

分
に
発
揮
で
き
る
社
会
と
シ

ス
テ
ム
を
全
力
で
作
っ
て
い

く
。

Q
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い

る
認
知
症
基
本
条
例
制
定
の

検
討
状
況
は
。

A
国
か
ら「
認
知
症
基
本
法

案
」が
示
さ
れ
な
い
状
況
や

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
そ
の

後
の
検
討
が
十
分
に
行
え
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
。

市
の
学
校
施
設
・
公
共
施
設
整
備
や

ご
み
減
量
施
策
に
つ
い
て
質
問

日
本
共
産
党　
　

柏
木 

洋
志  

議
員

Q
学
校
施
設
整
備
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
学

校
統
廃
合
は
今
後
ど
う
な
る
。

A
単
学
級
が
複
数
年
発
生
す

る
等
、
回
復
見
込
み
が
な
い

場
合
検
討
を
開
始
す
る
。

Q
統
廃
合
で
は
な
く
、
少
人

数
学
級
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
学
校
維
持
が
必
要
で
は
。

A
教
員
不
足
と
い
う
課
題
が

あ
る
。
国
や
都
の
対
応
を
注

視
す
る
。

Q
こ
の
間
、
答
申
を
行
っ
た

公
共
施
設
再
編
計
画
の
圏
域

設
定
に
つ
い
て
、
ど
う
検
討

し
て
い
る
か
。

A
議
会
や
市
民
の
意
見
を
聞

き
、
計
画
策
定
し
て
い
く
。

Q
国
交
省
の
資
料
に
お
い
て

高
齢
者
徒
歩
圏
は
500
ｍ
で
800

ｍ
ベ
ー
ス
で
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
の
で
は
。

A
高
齢
者
等
は
配
慮
す
る
考

え
方
も
必
要
と
示
さ
れ
て
い

る
。
原
則
800
ｍ
は
妥
当
と
考

え
る
。

Q
全
体
的
な
方
針
と
し
て
統

廃
合
を
行
う
場
合
、
平
時
、

災
害
時
を
問
わ
ず
純
粋
に
機

能
縮
小
も
視
野
に
入
る
の
か
。

A
延
べ
床
面
積
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
は
機
能
縮
小
・
減
少

と
同
様
だ
と
は
考
え
て
な
い
。

個
別
に
課
題
を
抽
出
、
検
討

し
、
個
々
に
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
く
。

Q
減
量
施
策
と
し
て
食
品
ロ

ス
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

A
可
燃
ご
み
を
調
査
分
析
し

今
後
検
討
し
て
い
く
。

や

新
し
い
技
術
の
活
用
を

新
し
い
議
会　
　

藤
江 

竜
三  

議
員

Q
市
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

A
現
状
は
都
の
補
助
で
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
公
共
施

設
は
民
間
か
ら
何
か
提
案
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q「
図
書
館
の
自
由
に
関
す

る
宣
言
」に
基
づ
き
、「
く
に

た
ち
中
央
図
書
館
資
料
収
集

方
針
」が
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
宣
言
に
お
い
て
は
、
図

書
館
は
正
当
な
理
由
が
な
い

限
り
、
あ
る
種
の
資
料
を
特

別
扱
い
し
た
り
し
な
い
。
検

閲
を
し
な
い
、
図
書
館
は
自

己
規
制
に
陥
る
こ
と
な
く
、

国
民
の
知
る
自
由
を
守
る
と

い
っ
た
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
図
書
館
の
選
定
基

準
で
は
、
漫
画
は
原
則
的
に

は
収
集
し
な
い
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
矛
盾
が
あ

る
の
で
抜
本
的
に
変
更
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
中
高
生
の
Ｙ
Ａ
ス
タ
ッ
フ

か
ら
意
見
を
聞
く
の
と
、
指

摘
さ
れ
た
こ
と
も
含
め
、
図

書
館
協
議
会
に
議
題
と
し
て

諮
問
す
る
。

Q
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
効
率
化
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
タ

グ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
他
市
の
状
況
を
見
な
が
ら

調
査
研
究
を
す
る
。

Q
南
北
市
民
プ
ラ
ザ
や
児
童

館
に
Ｗ
i-

Ｆ
i
を
設
置
で

き
な
い
か
。

A
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
今
後

の
財
政
状
況
を
見
極
め
つ
つ

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

だ
れ
も
排
除
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
実
現
を

新
し
い
議
会　
　

石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
医
療
的
ケ
ア
児
の
在
宅
介

護
に
は
、
医
療
・
福
祉
・
教

育
の
連
携
が
必
要
。
よ
り
専

門
的
知
見
を
持
つ
医
療
的
ケ

ア
児
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
で
き
な
い
か
。

A
そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
担
当
課
の
相
談
職
員

が
養
成
研
修
を
受
講
し
て
、

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

Q
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
や
痰
の
吸

引
器
な
ど
、
医
療
的
ケ
ア
に

欠
か
せ
な
い
日
常
生
活
用
具

の
給
付
に
掛
か
っ
て
い
る

「
学
齢
期
以
上
」と
い
う
年
齢

要
件
を
外
せ
な
い
か
。

A
現
在
は
個
別
の
対
応
を
し

て
い
る
が
、
周
辺
自
治
体
の

状
況
を
確
認
し
て
、
要
綱
の

改
正
も
検
討
し
た
い
。

Q
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
な
ど
市
内
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
情
報
が
把
握
し
づ
ら
い
。

安
心
し
て
移
動
で
き
る
正
確

な
マ
ッ
プ
を
作
れ
な
い
か
。

A「
く
に
た
ち
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」の

更
新
を
含
め
、
正
確
な
情
報

を
伝
え
る
方
法
を
具
体
的
に

考
え
た
い
。

Q
国
の
財
政
支
援
も
決
ま
っ

た「
こ
ど
も
宅
食
」を
、
国
立

市
で
も
早
急
に
は
じ
め
ら
れ

な
い
か
。

A「
ひ
と
こ
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
ベ
ー
ス
に
、
国
立
市

な
ら
で
は
の
事
業
ス
キ
ー
ム

が
構
築
で
き
し
だ
い
、
な
る

べ
く
早
く
取
り
組
み
た
い
。

他
、
外
国
籍
の
未
就
学
児
へ

の
支
援
等
を
質
問
。

永
見
市
長
の
四
年
間
の
総
括
と

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
事
項
は

樹
木
の
会　
　

石
塚 

陽
一  

議
員

Q
故
佐
藤
市
政
を
引
き
継
い

で
実
践
し
て
き
た
成
果
は
。

A
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

の
創
出
と
子
育
て
・
子
育
ち

の
支
援
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
理
念
に
基

づ
く
施
策
の
実
践
に
努
め
た
。

Q
市
民
に
寄
与
し
た
施
策
は
。

A
待
機
児
対
策
は
認
可
保
育

園
の
新
設
も
含
め
大
幅
な
減

少
、
学
童
保
育
も
４
〜
６
年

生
に
拡
充
、
地
域
包
括
ケ
ア

と
在
宅
療
養
及
び
認
知
症
高

齢
者
の
見
守
り
に
努
め
た
。

Q
２
期
目
に
向
け
て
目
標
は
。

A
コ
ロ
ナ
対
策
に
努
め
人
権

問
題
の
運
用
や
子
ど
も
の
基

本
条
例
を
制
定
、
南
部
地
域

整
備
と
財
政
課
題
へ
取
組
む
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

防
災
訓
練
の
在
り
方
と
は
。

A
感
染
防
止
に
配
慮
し
て
避

難
所
開
設
運
営
訓
練
を
実
施
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

時
の
支
援
体
制
作
り
に
努
力
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

生
活
困
窮
者
の
救
済
施
策
は
。

A
国
立
市
コ
ロ
ナ
困
り
ご
と

相
談
会
を
支
援
し
、
総
合
支

援
資
金
特
例
貸
付
を
実
施
。

Q
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
の
費
用
削
減
効
果
は
。

A
総
費
用
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
現
在

価
値
化
し
た
数
値
で
約
172
百

万
円
３
．
４
％
の
削
減
効
果
。

Q
国
立
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
の
自

動
車
の
優
先
安
全
施
策
と
は
。

A
東
第
１
号
線
の
一
方
通
行

化
や
導
流
帯
の
設
置
と
バ
ス

停
の
再
配
置
を
行
う
。

市
民
と
共
に
歩
む
国
立
市
政
へ
！

日
本
共
産
党　
　

住
友 

珠
美  

議
員

Q
食
育
推
進
基
本
計
画
に
つ

い
て
食
育
基
本
法
の
本
旨
を

念
頭
に
入
れ
て
取
り
組
む
よ

う
要
望
す
る
が
、
名
称
が

「
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
な
っ

て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
と
の

関
係
性
を
問
う
。

A
市
長
よ
り
食
の
施
策
全
般

で
考
え
る
よ
う
指
示
が
あ
っ

た
為
、
メ
ン
バ
ー
も
庁
内
の

各
部
署
か
ら
選
出
し
て
い
る
。

Q
就
学
援
助
に
つ
い
て
Ｈ
27

年
度
・
Ｈ
30
年
度
に
生
活
保

護
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た

た
め
、
就
学
援
助
家
庭
の
20

世
帯
30
名
に
影
響
が
出
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
ひ

っ
迫
し
た
家
庭
に
影
響
が
な

い
よ
う
救
済
措
置
を
と
る
べ

き
と
考
え
る
。
Ｒ
３
年
度
以

降
も
柔
軟
な
対
応
を
要
望
す

る
が
ど
う
か
。

A
今
年
影
響
が
あ
っ
た
20
世

帯
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
数
件
対
応
で
き
た
。
Ｒ

３
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
柔

軟
に
検
討
し
た
い
。

Q
余
裕
が
あ
る
時
期
か
ら
終

活
を
考
え
る
機
会
が
必
要
と

感
じ
る
。
50
代
60
代
か
ら
人

生
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
考
え

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
た
め
、

市
と
し
て
啓
発
な
ど
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

A
自
分
ら
し
い
生
き
方
に
つ

い
て
考
え
、
最
終
段
階
に
つ

な
が
る
よ
う
な
機
会
を
、
社

協
や
他
部
署
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
す
る
。

永
見
市
長
に
問
う

持
続
可
能
な
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　

重
松 

朋
宏  

議
員

Q
持
続
可
能
な
グ
ラ
ン
ド
ビ

ジ
ョ
ン
を
ど
う
考
え
る
か
。

A【
市
長
】高
度
経
済
成
長
の

矛
盾
が
出
た
時
代
に
国
立
市

は「
人
間
を
大
切
に
す
る
」目

標
を
出
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
よ
う

な
形
で
結
実
し
て
い
る
。
こ

の
延
長
線
上
で
、
気
候
変
動

は
全
て
の
市
民
、
将
来
の
市

民
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る
。

Q
①
行
政
・
議
会
・
市
民
の

協
働
で
気
候
非
常
事
態
を
宣

言
し
、
②
'50
年
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ

に
挑
戦
し
て
は
ど
う
か
。

A【
市
長
】①
総
意
で
取
り
組

む
方
法
を
期
待
す
る
。
②
国

が
'50
年
ゼ
ロ
を
表
明
し
た
影

響
は
大
き
く
、
そ
の
方
向
で

市
政
運
営
に
あ
た
り
た
い
。

Q
計
画
行
政
に
も
と
づ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
本
気
で
取
り
組

む
意
思
は
あ
る
か
。

A【
市
長
】Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

か
ら
施
策
を
評
価
し
、
計
画

的
に
進
め
た
い
。

Q
給
食
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

委
託
に
つ
い
て
、
金
利
0.9
％

で
費
用
削
減
効
果
を
計
算
し

直
す
と
い
く
ら
に
な
る
か
。

A
17
年
間
で
1.2
億
円
で
あ
る
。

Q
調
理
員
の
待
遇
が
下
が
る

懸
念
を
、
ど
う
考
え
る
か
。

A【
市
長
】大
き
な
給
料
低
下

が
な
く
、
安
定
し
た
雇
用
が

確
保
さ
れ
れ
ば
望
ま
し
い
。

他
、
生
活
困
窮
者
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
の
観
点
か
ら
、

直
営
の
窓
口
業
務
・
対
面
行

政
の
重
要
性
に
つ
い
て
質
問
。

重
篤
化
し
易
い
高
齢
者
等
の
施
設

従
事
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
を

公
明
党　
　

小
口 

俊
明  

議
員

Q
重
篤
化
し
や
す
い
高
齢
者

等
の
施
設
従
事
者
に
定
期
的

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
公
費
で
実

施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

A
東
京
都
で
関
連
の
補
正
予

算
が
成
立
し
た
が
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
は
別
途
と
な
っ
た
。

都
の
情
報
に
留
意
し
、
市
と

し
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
市
内
の
空
き
家
な
ど
風
水

害
で
影
響
を
受
け
る
恐
れ
の

あ
る
建
物
に
関
し
て
市
が
取

り
組
め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

A
建
物
所
有
者
に
定
期
的
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
よ
う

周
知
し
て
い
き
た
い
。

Q
市
内
小
売
店
で
の
透
明
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
推
進
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

A
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
店
と

ご
み
減
量
協
力
店
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
促
進
す
る
。

Q
国
立
市
の
気
候
変
動
問
題

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

で
Ｃ
Ｏ
2
換
算
134
ト
ン
削
減
。

民
間
分
野
で
は
451
ト
ン
削
減
。

Q
市
長
任
期
１
期
目
の
総
括

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

A
平
和
人
権
の
取
り
組
み
を

進
め
た
。
財
政
面
で
は
８
億

円
の
財
源
効
果
を
出
し
た
。

Q
２
回
目
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
市
政
を
目

指
す
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け

て
い
る
市
民
へ
の
支
援
を
中

心
に
ま
ち
の
活
力
と
市
民
生

活
の
安
定
を
考
え
て
い
く
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨
をまとめたものを掲載しています。
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永
見
市
長
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
る
行
財
政
運
営
と
施
策
を
問
う

こ
ぶ
し
の
木　
　

上
村 

和
子  

議
員

Q
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
は
正
規
職
員
の
確
保

と
育
成
、
女
性
が
多
い
非
正

規
職
員
の
専
門
性
を
活
か
し

減
ら
さ
ず
、
安
定
し
て
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
条
件

整
備
が
重
要
と
考
え
る
が
。

A【
市
長
】人
件
費
は
福
祉
や

教
育
等
き
め
細
や
か
な
行
政

執
行
の
結
果
と
も
言
え
る
。

減
量
経
営
に
徹
す
る
考
え
は

な
い
。
ま
た
非
正
規
職
員
の

正
規
化
や
、
本
人
が
選
べ
る

多
様
な
任
用
形
態
を
つ
く
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
哲
学
は
。

A【
市
長
】コ
ロ
ナ
禍
は
短
期

的
非
常
事
態
。
減
収
を
補
う

た
め
に
弱
い
立
場
の
人
た
ち

に
し
わ
寄
せ
が
い
か
な
い
観

点
で
の
財
政
運
営
が
必
要
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
当
事
者
を
中
心
に
し

た
施
策
づ
く
り
、
居
住
福
祉
、

仕
事
づ
く
り
、
環
境
と
食
を

守
る
施
策
づ
く
り
に
つ
い
て
。

A【
市
長
】社
会
的
に
困
難
な

状
況
に
あ
る
当
事
者
参
画
を

推
進
。
住
居
の
安
定
の
な
い

と
こ
ろ
で
生
涯
に
わ
た
る
地

域
包
括
ケ
ア
は
困
難
、
金
銭

補
助
も
含
め
考
え
る
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
、
食
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
進
め
る
。

Q
成
人
の
学
び
の
保
障
は
。

A【
市
長
】公
民
館
事
業
が
果

た
し
て
き
た
先
駆
的
取
り
組

み
、
市
民
の
自
由
な
学
び
が

社
会
に
還
元
さ
れ
る
可
能
性

を
秘
め
る
。
私
が
市
長
を
や

っ
て
い
る
間
は
有
料
化
し
な
い
。

責
任
放
棄
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
に

最
良
の
学
校
給
食
を
届
け
よ
う
！

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち　
　

小
川 

宏
美  

議
員

Q
新
給
食
セ
ン
タ
ー
委
託
料

が
、
当
初
の
43
億
か
ら
19
億

跳
ね
上
が
っ
た
62
億
円
で
議

会
に
提
案
さ
れ
た
。
議
会
軽

視
も
甚
だ
し
く
な
い
か
。

A
国
交
省
や
都
の
指
標
を
基

に
修
正
を
か
け
た
。

Q
３
ｍ
水
害
リ
ス
ク
を
軽
視
し

て
新
セ
ン
タ
ー
を
準
備
し
て

き
た
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
。

A
将
来
的
な
施
設
整
備
に
配

慮
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
法
的
・
行
政
責
任
は
求

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

Q
契
約
時
に
も
３
ｍ
浸
水
地

域
の
確
認
を
怠
っ
た
。
借
地

料
７
億
円
の
市
税
を
投
じ
る
。

そ
の
責
任
は
誰
に
あ
る
か
。

A【
教
育
長
】将
来
的
な
配
慮

の
必
要
性
は
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
確
か
だ
が
、
責
任
を
問

わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

【
市
長
】致
命
的
な
損
傷
を
受

け
な
い
構
造
で
、
水
が
引
い

て
物
資
が
供
給
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
、
給
食
が
開

始
で
き
る
よ
う
給
食
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
選
択
肢
は

あ
り
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
。

Q
給
食
は
大
き
な
食
品
工
場

で
は
な
く
、
校
舎
建
て
替
え

と
並
行
し
て
各
校
に
調
理
場

を
設
置
す
る
自
校
式
こ
そ
国

立
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
。

A
衛
生
管
理
が
一
元
的
に
行

え
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

安
く
な
る
等
、
セ
ン
タ
ー
方

式
を
採
用
し
、
進
め
て
い
る
。

他
、
百
年
の
計
・
国
立
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
を
質
問
。

員

商
工
振
興
と
し
て
、
市
内
事
業
者

の
保
護
育
成
は
で
き
て
い
る
の
か

自
由
民
主
党　
　

青
木 

健  

議
員

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

効
果
は
実
証
さ
れ
た
の
か
。

A
商
工
会
に
よ
る
と
販
売
か

ら
２
か
月
で
半
分
以
上
が
使

用
さ
れ
、
特
に
飲
食
店
で
は

専
用
券
の
額
を
超
え
る
利
用

が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
消
費

喚
起
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Q
旧
国
立
駅
舎
の
商
業
効
果

は
。

A
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、

多
く
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ

き
、
商
品
販
売
の
み
な
ら
ず
、

国
立
の
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら

う
発
信
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

Q
市
内
事
業
者
の
保
護
育
成

と
し
て
、
一
定
規
模
を
上
回

る
工
事
の
Ｊ
Ｖ
化
は
図
れ
な

い
の
か
。

A
建
設
工
事
に
お
け
る
企
業

共
同
体
は
、
大
規
模
か
つ
高

難
度
な
工
事
の
安
定
的
施
工

の
確
保
や
優
良
な
中
小
、
中

堅
企
業
の
振
興
を
図
る
上
で

有
効
で
あ
り
、
今
後
の
契
約

発
注
に
お
け
る
手
法
と
し
て

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

Q
他
機
関
へ
の
委
託
発
注
を

抑
制
し
、
直
接
発
注
に
し
て

は
ど
う
か
。

A
難
易
度
の
高
い
工
事
に
お

け
る
技
術
的
支
援
と
い
う
側

面
か
ら
業
務
委
託
を
し
て
き

て
い
る
が
、
庁
内
の
職
員
体

制
を
含
め
、
市
内
事
業
者
が

受
注
し
や
す
い
よ
う
な
入
札

方
式
を
東
京
都
道
路
保
全
公

社
等
の
関
係
機
関
と
現
在
協

議
中
で
あ
る
。

医
療
を
起
点
と
し
た「
社
会
的
処
方
」

の
更
な
る
環
境
の
整
備
を
！

公
明
党　
　

香
西 

貴
弘  

議
員

Q
医
療
機
関
等
が
従
来
の
薬

の
処
方
と
併
せ
、
地
域
社
会

等
の
繋
が
り
を
活
用
し
つ
つ

健
康
回
復
や
予
防
の
効
果
を

発
揮
す
る「
社
会
的
処
方
」が

行
え
る
環
境
を
更
に
整
え
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
地
域
医
療
計
画
が
掲
げ
る
、

治
す
医
療
か
ら
支
え
る
医
療
、

こ
れ
の
実
現
の
た
め
に
社
会

的
処
方
の
必
要
性
が
高
ま
る
。

実
践
を
通
じ
て
制
度
化
へ
の

道
を
模
索
検
討
し
た
い
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
く
に
っ

こ
北
西
中
ル
ー
ト
の
朝
９
時

前
と
夕
方
６
時
以
降
の
便
を

増
や
せ
な
い
か
。

A
車
両
を
増
や
す
こ
と
で
、

新
た
に
大
幅
な
経
費
が
増
え
、

現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。

Q
震
災
時
の
避
難
所
開
設
の

初
動
時
に
お
い
て
、
誰
も
が

躊
躇
な
く
実
働
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
た
文
京
区
の
避
難

所
開
設
キ
ッ
ト
を
本
市
で
も

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
各
避
難
所
運
営
委
員
会
の

皆
様
と
意
見
交
換
を
し
つ
つ

導
入
へ
の
検
討
を
行
う
。

Q
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

に
際
し
て
は
、
情
報
弱
者
と

い
わ
れ
る
方
々
へ
の
配
慮
や

利
用
す
る
側
の
立
場
に
立
っ

た
利
用
の
し
や
す
さ（
情
報

へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）

の
確
保
が
大
切
で
は
な
い
か
。

A
情
報
弱
者
の
不
利
益
と
な

ら
な
い
よ
う
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
き
と
と
も
に
窓
口
手
続
き

も
併
せ
て
行
っ
て
い
く
。

い
の
ち
と
暮
ら
し
、
健
康
を
守
る

施
策
を
前
に

公
明
党　
　

青
木 

淳
子  

議
員

Q
長
年
放
置
さ
れ
た
空
き
家

は
危
険
度
が
増
し
早
急
な
対

応
が
必
要
。
空
き
家
対
策
審

議
会
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

A
２
回
開
催
し
、
特
定
空
き

家
認
定
基
準
の
最
終
と
り
ま

と
め
の
段
階
。
年
内
に
審
議

会
を
開
催
し
基
準
を
作
成
次

第
、
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Q
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
た

め
に
居
住
支
援
協
議
会
の
設

置
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

A
居
住
支
援
庁
内
検
討
会
で

検
討
後
、
庁
内
連
絡
会
を
設

置
し
、
市
内
不
動
産
事
業
者

と
意
見
交
換
・
居
住
支
援
講

演
会
を
開
催
し
た
。
居
住
支

援
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
子
ど
も
を
性
暴
力
の
当
事

者
に
し
な
い
た
め
の
生
命
の

安
全
教
育
や
性
教
育
に
関
す

る
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

A
教
育
委
員
会
は
助
産
師
を

講
師
と
し
た
出
前
授
業
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。
子
ど
も

家
庭
部
は
保
護
者
向
け
の
幼

児
期
の
性
教
育
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
市
長
室
は
若
年
層

に
向
け
た
動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

用
い
て
わ
か
り
や
す
く
正
確

な
情
報
発
信
を
す
る
。

Q
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ

テ
イ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

A
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ

テ
イ
の
ま
ち
づ
く
り
も
含
め

て
、
総
合
的
に
推
進
す
る
シ

ス
テ
ム
を
検
討
し
た
い
。

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
導
入
は
、

教
育
環
境
を
ガ
ラ
ッ
と
変
え
る

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　

関
口 

博  

議
員

Q
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
は
、
子
ど

も
の
個
人
情
報
を
吸
い
上
げ

て
、
官
民
で
利
用
す
る
国
家

戦
略
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
５
・

０
に
適
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
こ
と
を
教
育
委

員
会
は
認
識
し
て
い
る
か
。

A
【
教
育
長
】
文
科
省
、
経

産
省
の
経
済
戦
略
と
は
別
に

子
ど
も
た
ち
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
が
、
ギ
ガ
ス
ク

ー
ル
の
役
割
。
情
報
を
人
間

性
を
持
っ
て
使
い
こ
な
し
て

い
く
子
ど
も
た
ち
の
教
育
が

絶
対
に
必
要
な
不
易
な
部
分

で
あ
る
と
個
人
的
に
は
思
っ

て
い
る
。

Q
高
速
通
信
５
Ｇ
は
、
健
康

被
害
を
考
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
禁
止
し
て
い
る
都
市

が
あ
る
。
５
Ｇ
の
学
校
へ
の

導
入
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A
国
立
市
は
、
５
Ｇ
対
応
で

は
な
い
。
注
視
し
て
い
く
。

Q
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
は
、
学
校

教
育
環
境
を
ガ
ラ
ッ
と
変
え

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

保
護
者
、
市
民
に
知
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

A
考
え
方
を
整
理
し
、
保
護

者
、
市
民
に
知
ら
せ
て
い
く
。

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
に
提
出
し
た
顔
写
真
は
、

法
改
正
す
れ
ば
、
監
視
に
つ

な
が
る
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
に

適
用
さ
れ
る
。
法
改
正
時
に

は
、
市
長
は
意
見
を
言
う
か
。

A
【
市
長
】
私
な
り
の
意
見

を
表
明
し
た
い
。

す
べ
て
の
子
ど
も
に

健
や
か
な
育
ち
を
！

立
憲
民
主
党　
　

稗
田 

美
菜
子  

議
員

Q
低
出
生
体
重
児
と
超
低
出

生
体
重
児
は
、
過
去
３
年
間

で
何
人
生
ま
れ
て
い
る
か
。

A
低
出
生
体
重
児
は
平
成
29

年
が
54
人
、
平
成
30
年
が
46

人
、
令
和
元
年
が
48
人
、
そ

の
う
ち
超
低
出
生
体
重
児
は

平
成
29
年
で
3
人
。
平
成
30

年
で
2
人
、
令
和
元
年
で
2

人
と
な
っ
て
い
る
。

Q
ど
う
支
援
し
て
い
る
か
。

A
家
庭
に
寄
り
添
う
よ
う
に

地
区
担
当
保
健
師
が
個
別
支

援
を
し
て
い
る
。

Q
医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
に
対

し
、
地
域
参
加
型
介
護
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
拡
大
版
と
し
て

看
護
師
さ
ん
な
ど
を
登
録
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
検
討
会
で
課
題
が
出
さ
れ

た
の
で
そ
れ
と
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

Q
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
卒
業
後
や
医
療

的
ケ
ア
児
の
情
報
を
幅
広
く

親
が
共
有
で
き
る
場
を
設
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
保
健
師
が
支
援
す
る
が
、

健
康
福
祉
部
や
教
育
委
員
会
と

と
も
に
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く
た

め
に
も
包
括
的
に
支
援
を
進

め
て
い
く
た
め
に
も
医
療
的

ケ
ア
児
の
連
携
会
議
の
早
期

設
置
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

A
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
計
画
の

中
間
評
価
を
令
和
3
年
度
に

行
う
際
に
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
考
え
て
い
く
。

他
、
移
動
支
援
と
人
材
育
成

基
本
方
針
を
質
問
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
未

来
を
見
据
え
た
施
策
を
提
案
す
る

自
由
民
主
党　
　

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
新
た
に
設
置
し
た
健
康
遊

具
の
設
置
場
所
を
広
報
し
、

健
康
遊
具
の
効
果
的
な
使
い

方
講
座
の
実
施
を
要
望
す
る
。

A
健
康
増
進
策
と
し
て
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

Q
カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

カ
ー
ド
の
人
気
を
活
か
し
て

設
置
場
所
の
増
設
、
新
規
デ

ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
製

作
を
行
い
、
ま
ち
の
回
遊
性

を
高
め
て
は
ど
う
か
。

A
回
遊
性
の
た
め
検
討
す
る
。

Q「
喫
茶
わ
か
ば
」は
収
益
事

業
で
あ
り
、
本
来
の
就
労
支

援
目
的
を
第
一
義
と
し
た
上

で
、
地
域
福
祉
を
担
う
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
事
を
要
望
す
る
。

A
①
喫
茶
店
と
し
て
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
②
ス
ペ
ー
ス
の

利
活
用
③
実
習
生
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
場
④
商
工
と
の

連
携
等
の
取
組
み
を
通
じ
、

そ
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い

く
場
と
し
て
い
き
た
い
。

Q
18
歳
ま
で
使
え
る
母
子
手

帳
の
導
入
と
共
に
ア
プ
リ
版

の
母
子
手
帳
の
導
入
を
提
案

す
る
。

A
子
育
て
家
庭
が
活
用
し
易

く
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
女
性
相

談
の
受
付
件
数
は
倍
増
し
て

い
る
。
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談

が
多
い
。
迅
速
に
相
談
員
に

繋
ぐ
た
め
、
直
通
ダ
イ
ヤ
ル

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
速
や
か
な
Ｄ
Ｖ
専
用
直
通

ダ
イ
ヤ
ル
導
入
を
検
討
す
る
。

一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順
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新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
も

年
間
の
効
果
額
は
大
き
く
な
い

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　

藤
田 

貴
裕  

議
員

Q
新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
に
す
れ
ば
約
43
億
円

で
で
き
る
と
聞
い
て
い
た
が

約
62
億
円
に
な
っ
た
。
金
額

が
増
え
た
理
由
は
何
か
。

A
約
43
億
円
は
税
抜
き
で
現

在
価
値
化
し
て
い
な
い
数
字

だ
っ
た
。
実
際
は
約
56
億
円
。

こ
れ
に
設
計
・
建
設
費
で
約

３
億
円
増
え
、
維
持
管
理
費

や
調
理
費
で
約
3
億
円
コ
ス

ト
が
増
え
た
。
こ
こ
に
は
浸

水
対
策
費
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Q
民
間
に
任
せ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
だ

と
直
営
に
比
べ
、
15
年
間
の

財
源
効
果
額
は
い
く
ら
か
。

A
８
千
800
万
円
で
あ
る
。

Q
コ
ロ
ナ
対
応
で
延
期
に
な
っ

た
学
校
関
連
事
業
は
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

A
国
立
第
二
小
学
校
の
建
替

は
設
計
事
業
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
で
き
な
い
た
め
作
業

に
影
響
が
あ
る
。
新
校
舎
は

２
０
２
３
年
２
学
期
か
ら
使

う
予
定
が
２
０
２
４
年
４
月

に
な
る
。
国
立
第
一
中
学
校

の
特
別
教
室
棟
の
移
転
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
は
な
い
が
２

０
２
１
年
度
以
降
に
遅
れ
る
。

Q
家
庭
ご
み
有
料
化
の
収
支

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
収
入
は
約
１
億
８
千
400
万

円
、
支
出
は
約
８
千
400
万
円

で
約
１
億
円
の
プ
ラ
ス
だ
。

こ
の
約
１
億
円
の
使
い
道
は
、

ご
み
減
量
啓
発
費
や
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
の
作
成
・
配
布
な

ど
に
使
い
、
残
り
は
収
集
委

託
費
に
充
て
た
。

教
室
に
入
り
づ
ら
い
子
た
ち
の

た
め
に
学
校
内
に
居
場
所
を
！

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　

古
濱 

薫  

議
員

Q
学
校
に
は
来
ら
れ
て
も
教

室
に
入
り
づ
ら
い
児
童
生
徒

が
、
校
内
で
過
ご
せ
る
環
境

を
整
え
た
居
場
所
の
設
置
が

で
き
な
い
か
。

A
別
室
指
導
の
場
所
や
人
員

の
課
題
は
あ
る
が
、
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
子
ど
も
の
夢
未
来
事
業
団

が
目
指
す
理
想
の
子
育
ち
環

境
の
た
め
に
は
保
育
士
の
地

位
向
上
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
理
事
の
方
々
の
講
演
会
な

ど
行
い
、
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
。
給
与

面
で
は
事
業
団
だ
け
他
の
園

よ
り
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
若
年
層
へ
の

支
援
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
や
性
的
同

意
に
関
し
て
学
校
で
教
え
て

い
く
検
討
の
進
捗
は
。

A
教
え
方
を
学
習
指
導
要
領

で
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
難

し
さ
は
あ
る
が
、
道
徳
や
男

女
平
等
の
総
合
学
習
の
中
で

扱
う
必
要
が
あ
る
。

Q
世
帯
ご
と
に
送
付
さ
れ
て

い
る
投
票
所
入
場
整
理
券
を

個
人
に
送
付
で
き
な
い
か
。

A
個
人
へ
は
難
し
い
が
世
帯

全
員
分
の
氏
名
を
印
字
し
た

宛
名
用
紙
の
封
入
を
令
和
３

年
の
都
議
選
か
ら
検
討
す
る
。

Q
旧
駅
舎
両
側
広
場
を
含
む

国
立
駅
周
辺
の
活
用
を
市
民

公
募
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
的
な
こ

と
を
や
り
、
市
民
と
の
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

員

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順

コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
・
旧
駅
舎
の

段
差
解
消
・
谷
保
駅
に
ベ
ン
チ
を

日
本
共
産
党　
　

高
原 

幸
雄  

議
員

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

①
市
の
来
年
度
予
算
に
向
け

た
取
り
組
み
②
市
内
の
学
校

関
係
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実
施
が
で
き
な
い
か
③
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
る
た
め
の
移

動
手
段
の
車
の
確
保
に
つ
い

て
④
災
害
避
難
所
に
ワ
ン

タ
ッ
チ
パ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
の

確
保
は
で
き
な
い
か
。
⑤
介

護
事
業
所
へ
の
支
援
金
の
助

成
を
10
万
円
で
は
な
く
他
市

並
み
に
行
う
べ
き
。

A
①
市
税
収
入
は
億
単
位
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
コ
ロ

ナ
対
策
を
優
先
で
行
う
。
事

業
の
実
施
年
度
の
調
整
は
あ

り
う
る
。
②
財
源
が
限
ら
れ

て
い
る
。
陽
性
者
が
出
て
も

ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
な

い
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
。

③
検
査
が
受
け
ら
れ
る
環
境

に
つ
い
て
車
の
借
り
上
げ
と

財
政
を
研
究
す
る
。
④
避
難

時
に
簡
易
避
難
所
用
テ
ン
ト

を
220
張
り
、
備
品
と
し
た
。

⑤
介
護
事
業
所
へ
の
支
援
金

は
、
今
後
、
必
要
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
。

Q
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
①
谷

保
駅
跨
線
橋
に
高
齢
者
用
の

ベ
ン
チ
の
設
置
を
②
旧
国
立

駅
舎
の
段
差
解
消
を
図
る
べ

き
。

A
①
駅
の
利
用
状
況
を
踏
ま

え
、
対
応
を
検
討
す
る
②
擦

り
付
け
を
し
て
、
段
差
を
解

消
す
る
。
改
修
・
改
善
を
今

準
備
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
を
問
う

南
武
線
高
架
化
の
ま
ち
づ
く
り

自
由
民
主
党　
　

遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A
持
ち
出
せ
る
Ｐ
Ｃ
55
台
を

用
意
し
個
人
情
報
が
流
出
し

な
い
仕
組
み
の
中
で
行
う
。

Q
コ
ロ
ナ
対
策
で
行
う
と
の

事
だ
が
、
感
染
症
終
息
後
は
。

A
職
員
の
多
様
な
働
き
方
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

充
実
の
た
め
に
も
続
け
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
内
事
業

者
の
状
況
は
。

A
前
回
の
議
会
か
ら
今
ま
で

で
市
内
の
事
業
者
の
倒
産
件

数
は
1
件
、
コ
ロ
ナ
と
は
関

係
な
い
も
の
だ
っ
た
。

Q
他
市
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
を

行
っ
て
い
る
が
、
検
討
は
。

A
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
代

替
と
し
て
い
る
市
が
あ
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
の
、
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
影
響
は
。

A
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
横

ば
い
だ
が
、
影
響
を
受
け
て

い
る
人
へ
の
対
応
は
行
う
。

Q
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
不
登

校
支
援
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
の
連
携
を
考
え
て
は

A
効
果
的
な
取
組
み
に
な
る

の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
中
学
3
年
の
修
学
旅
行
の

代
替
に
な
る
行
事
の
検
討
は
。

A
３
つ
の
中
学
校
が
実
施
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

Q
南
武
線
の
連
続
立
体
交
差

事
業
の
事
業
開
始
時
期
は
。

A
市
と
し
て
多
く
の
踏
切
解

消
を
目
指
し
た
い
の
で
交
渉

中
。
明
言
は
で
き
な
い
。

ご意見記入カード
　左記の委員会テーマの中からお選びいただき、 
　委員会名に○印をつけてください。(複数可)

皆様のご意見・ご要望をお聞かせください!!
国立市議会では例年、意見交換会を開催し、皆様との貴重な意見交換の場としてきましたが、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、今年度は中止といたしました。
そこで、本市議会だよりにおいて、皆様からのご意見・ご要望などを募集いたします。

下記から委員会テーマをお選びいただき、右の「ご意見記入カード」の委員会名に
○印をつけ (複数可)、ご意見・ご要望などをご記入の上、下記までご提出ください。
提出方法は、ご持参、 ご郵送、FAX及びメール等でもお受けいたします。

令和3（2021）年2月5日㈮～25日㈭

①総務文教委員会
コロナ禍での教育に関する
ご不便をお聞かせ下さい
　コロナ禍での子どもの
教育の場や、 大人の生涯学習
の場でのお悩み、 不安、不
便などが多い事と思います。 
　皆様よりご意見をお寄せ
いただき、今後の課題にし
ていきたいと思います。

②建設環境委員会
JR南武線連続立体交差

事業について
　国立市南部地域整備基本
計画が、 2019年に見直され、
「JR南武線連続立体交差事業
の促進を図り、安全で快適
な歩行・交通・踏切対策を
行う」 としました。快適な
生活環境を作るために、皆
様のご意見をお寄せ下さい。

③福祉保険委員会
コロナ禍の今、国立市に

望むことは?
　新型コロナウイルス感染
症に対応した新しい生活様
式は定着してきましたが、
依然として拡大が収まらな
いコロナ禍の今、健康や医
療、衛生、日常生活につい
て国立市に望むことやご意
見などお聞かせください。

ご意見募集
回収ボックス

国立市議会

委員会：①総務文教・②建設環境・③福祉保険

ご意見募集回収ボックス
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